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仮想･サーバ実装モデル
クラウドVPSサービスモデル

電子メール関連システム / 情報セキュリティ対策支援・メールアーカイブ製品 / 内部統制･メール監査運用･訴訟対策

MailDepot(メールデポ)は、10数名の小規模～10万人を超える大規模まで、低コストで導入が可能です。高速検索・管理者運用支
援ツールなどを搭載し、運用しやすさを実現したメール監査・検索抽出アーカイブ製品です。
プライベートクラウド ・ システムインテグレーション ・ クラウドサービス …と、ご利用の環境や形態を選び・ご導入いただくことが出
来ます。 現在のコストが高い(他社)製品からの入替え検討… コストが高くて過去に導入を先送りした為、メールアーカイブの仕組
みが導入出来てない… 同業他社は実施しているのに導入出来なかった… の課題を解決します！！

“電子メール”の“リスクマネージメントツール”

低価格で、大容量、超高速検索可能な メールアーカイブシステム

メール送受信経路 に 影響を与えず、送受信メール添付ファイル も含め 全文保存と 超高速検索、改竄検知 で 内部統制・コンプライアンス強化 し メール証跡管理を
実現します。リスクマネージメント に 必要なメール情報 を保存し 監査･管理する仕組み を提供します。

① 退職し 削除したメール を 超高速検索･捜索 できます。
② 添付ファイル含め メール本文を保存し、超高速検索・抽出 できます。
③ メールアカウント、保存期間、保存容量は コスト対象 ではありません。
④ メールシステムの移行中 も 漏れなくメールを保存 できます。
⑤ 企業グループ全体のメール(メールサーバ) を一括集約管理できます。
⑥ 取引先･弁護士･警察･裁判所･監査人･経営者…提出要請に高速対応します。
⑦ 既存メールアーカイブシステムの 保守費用で入替え が検討できます。

クラウドサービス オンプレミス型システム グループウエア型システム
ＩＳＰサービス型システム

漏れてますよ

流れてますよ

提出願います

すぐ、探せ！

導入決定
理由

早く！早く！

他社に無い
ライセンスモデル

< めーる でぽ >
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本製品のお問合せは、

20260301-00-14

MailDepot システムは、既存のメールサーバやクラウド型のメールサービスから、アーカ
イブ対象となるデータを取り込む形で動作します。

そのため、メール送受信する端末に追加するソフトウエアなどは不要です。

また、メールを送受信する端末も選びません。万が一、MailDepot システムが停止するよ
うなことがあっても、大切なメール運用システムは停止しません。

MailDepot システムに取り込まれたメールデータは、月次単位で管理されます検索指定
範囲として、管理者が設定した地点から、導入された「検索サイズ」に従って、メールの検索
・抽出操作を高速に実施できます。様々なシステムの統計データレポートは、管理者の支援
情報となります。

企画・販売元

◆ MailDepot 実装環境 概要

◆ MailDepot パッケージ版 ・ クラウドVPS実装版  一覧

・メールアカウント数 ”無制限”の ライセンス ・メール保存容量 ”無制限”の ライセンス

・クラウドメール アーカイブオプション からの 置き換え ・情報セキュリティ対策 支援機能

MailDepot 製品は、アーカイブするメールのアカウント数に制限はありません。
導入した費用から変わることなく運用することができます。
数名のメールから、数万人のメールまでコストは変わりません。

MailDepot 製品は、アーカイブするメールの保存データ量に制限はありません。
アプライアンスサーバ本体に記録されたメールデータ(添付ファイル含)を、外部NAS装置へ
FTPによる「自動メールデータ転送機能」を標準で搭載しています。

◆ MailDepot システム導入に際して、お客様の現在のメ
ール環境と接続するため、ご利用中のメール環境の確認が
必要です。詳しくは、弊社 又は、販売店にお問合せの上ご
相談ください。

クラウドサービスとして提供されるメールサービスは、基本的に契約解除したメールは削
除され消滅します。また、アカウント数契約のため高額になります。さらに検索の精度や速
度に課題や心配があると言われます。コストを大幅に下げ、運用に安心を提供することで
、導入時から将来に渡り消滅しないメール保存監査環境が作れます。

クラウドサービスからの転送 サービス側から消えたメールを保存

MailDepot 製品は、保存したメールの情報を監視します。そのデータを元に、情報セキュ
リティ対策支援が出来ます。｢1ユーザの送信/受信メール数｣｢1ユーザの送信/受信データ
容量｣のしきい値を設定することで、情報漏えいの予兆検知や、Bot感染によるDos発信端
末のあぶり出し などをアラート通知します。

Bot感染した端末からのDos攻撃メール発信や、添
付ファイルによる大量データ持出しなどの監視でき
ます。設定したアドレスにアラート通知が届き早期
対処を支援します。

ジャーナル設定

保存するメールアドレス数
対象となるメールサーバ数
保守費用と連携しない。
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NAS へ自動転送機能

管理ツールによるリストア

容量制限：無し

※バックアップNAS装置は
導入時の推奨構成です。

＊ 上記製品の導入時には、メールサーバ/メールサーバシステム の仕組みや仕様によって、MailDepot製品・サービス を採用いただけない場合があります。 MailDepot製品サービスを
ご検討いただく際には、製品の販売取扱い店、又は、弊社にご相談ください。 お客様のメールサーバ／メールサーバシステム をお伺いして、導入プランをご提案させていただきます。 

実 装 環 境 製 品/サービス名 製 品／サービス 概 要 価 格 (税別)

1
お客様所有サーバ
( 仮想サーバ・リアルサーバ)

お客様所有のサーバ環境に MailDepot製品を実装します。
仮想サーバ、又は、リアルサーバ 上の LinuxOS を搭載可能なサーバが必要となります。
保存対象のメールアカウント数や運用が見込まれるデータ量などに応じて、サーバの
スペックや、ストレージ容量 の設計が必要となります。[ 設計支援、実装構築作業支援：有償 ]

個別見積

弊社 又は、販売店に
お問合せください。

2 クラウドサービス
メールアーカイブ運用向けサービス(国内電力系データセンタ)／ BCPバックアップ込
運用(保存)容量：１TB～9TB(追加 １TB単位月次対応)
MailDepot検索ライセンス：500GB,1TB,2TB,5TB対応

初期費用：オープン
年額：808,000円～

3 超大容量クラウドサービス
大容量メールアーカイブ運用向けサービス(国内電力系データセンタ)／ BCPバックアップ込
運用(保存)容量：10TB～80TB以上 (追加 5TB単位月次対応)
MailDepot検索ライセンス：2TB,5TB,10TB,20TB,30TB,40TB,50TB対応

初期費用：オープン
年額：3,500,000円～

4
クラウドメールサービス
中継メールサーバ

Microsoft365 Exchange、Google Workspace など クラウドメールサービスの
メールデータを 漏れなく確実に取得するための MailDepot連携専用中継メールサーバ

個別見積

※本製品に関する 外観、仕様、価格 などは、2026年 3月1日現在となります。予告なく変更となる場合があります。 本資料内に記載される製品名や仕様、及び、数値などは製品開発元から提供された時点の情報となります。そのため最新の情報と異なる場合があ
ります。最新の情報については、製品開発元の情報をご確認ください。また、資料に掲載している企業名や団体名、及び製品・サービス名は、内容の説明のため使用しており、正に登録されている各種権利などを侵害する目的は一切ありません。

株式会社名、関連ロゴ、MailDepot は、株式会社ＳＲＡ の商標 または登録商標です。本製品が搭載する、MailDepot ソフトウエアは、株式会社ＳＲＡ から提供される製品となります。(https://www.sra.co.jp/maildepot/ ) また、MailDepot 製品に関する詳
細な機能や仕様については、開発元の情報をご確認いただくか、ご案内の代理店にお問合せください。

パッケージ版

クラウドVPS実装版
D-cloud LIGHT

クラウドVPS実装版
D-cloud 

例えば…

中継メールサーバ

＊ 他社メールアーカイブ製品から MailDepot製品への 環境変更を検討いただく場合は、現在のメールアーカイブ製品内のデータを MailDepot製品環境へ移行(引越し)することが
可能な場合があります。 現在のメールアーカイブ製品の機能・仕組みに依存しますので、想定される場合は、現在の製品名・バージョン の情報と合わせてお問合せください。
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